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「札幌大通り」での販売実習会「札幌大通り」での販売実習会
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「わが村は美しく－北海道」運動第８回コンクール応募団体
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北海道下川商業高等学校
【下川町】【下川町】
ふるさとの元気 下川商業高校ふるさとの元気 下川商業高校

はじまりは？ ここが自慢はじまりは？ ここが自慢
【 下商だからこそできる 商業教育】生徒一人ひとりが創造する考え 個人の尊重と アイ 【 下商だからこそできる 商業教育】生徒 人ひとりが創造する考え、個人の尊重と、アイ

ディアや発想を商品化することで起業家意識を育んでい
本高校 地 企業 協力 生徒がう 混

ディアや発想を商品化することで起業家意識を育んでい
ます また 独自の商品を開発し 地元特産品と販売を

本高校と地元企業の協力により、生徒がうどんに混
ぜ 食 物 考え ジ う 創作 う

ます。また、独自の商品を開発し、地元特産品と販売を
することで商業活動の理解を深め 望ましい職業観を身

ぜ込む食べ物を考えオリジナルうどんを創作。うどん
することで商業活動の理解を深め、望ましい職業観を身
につけ 地域社会の一員としての自覚を促すことを目的

は下川町１００％小麦「はるゆたか」を使用、地域を
につけ、地域社会の 員としての自覚を促すことを目的
としています

全面的にアピールしています。平成２８年は「トマト
としています。

うどん」を開発しました。下川町を知ってもらう活動
として、平成元年から札幌市で【販売実習会】を行っ

ています。３年生が店員
として販売し下川町の魅
力を生徒自ら伝えます。

下川町の小・中学生へ
地元特産品から開発した商品

うどん教室を開催し地域
地元特産品から開発した商品

おもな活動 特産物への理解を深めるおもな活動
ために地域学習を行い

個人の発想と下川町の特色を融合させ、新たな商品を 下川と言えば「うどん」個人 発想と下川町 特色を融合さ 、新たな商品を
創造する活動を重点的に行っています。 を伝えています。創造する活動を重点的に行 て ます。
実習学習として

下川の小学生にうどん教室
実習学習として
・グラスに模様を描き、新たな付加価値をつける

下川の小学生にうどん教室

連絡先

グラ に模様を描き、新たな付加価値を ける
・下川町特産品のうどんを小麦粉から創作

連絡先
下川町特産品のうどんを小麦粉から創作

・地元陶芸会の陶芸学習により、個々のデザイン・地元陶芸会の陶芸学習により、個 のデザイン
作風によるうどんの器を制作

者 宮 ／ ／
作風によるうどんの器を制作

・下川町は９０％が森林の【木のまち】の特色を活か
代 表 者 名 ：宮津 尚美さん／設立：1948年／生徒数：67名

下川町は９０％が森林の【木のまち】の特色を活か
した、白樺樹脂細工や木工芸品の制作 住 所 ：北海道上川郡下川町北町１３７－１した、白樺樹脂細工や木工芸品の制作 住 所 ：北海道上川郡下川町北町１３７ １
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